
農林中金総合研究所

17

金融機関の預貸率からみた資金の地元還流
地域金融機関にとって、地域で調達した資金

はその地域で運用されるのが基本的に望ましい。
運用先が乏しいからといって資金を他の地域に
回していると、地域の発展が遅れ資金調達自体
も先細りになりかねない。これまで、地域へ資
金を還流する役割を果たしていた財政も、赤字
の累積で見直しを余儀なくされる状況にある。
資金の流れが変化した90年代
地域で調達された資金がその地域でどの程度

運用されたかをみるには、都道府県別の金融機
関の預貸率が一つの参考になる。もちろん、金
融機関の預金や貸出金のすべてが地域内のもの
とは限らないし、証券形式のものもカバーされ
ないが、大方の傾向は把握可能と思われる。一
般的に、預貸率の上昇は資金の地元還流が増し
たと理解できるし、預貸率低下はその逆となる。
都道府県別の預貸率の動きを長期的にみる

と、東京一極集中が進んだ80年代は、大都市
圏の貸出の伸びが高く、地方圏に比べて大都市
圏の預貸率が高まり、コール市場等を通じた資
金移動も含めて資金の大都市集中が進んだ。バ
ブル崩壊後の90～96年頃は、大都市圏の貸出
の伸びが大きく落込む一方、地方圏の貸出は比
較的底堅く、預金の伸びを上回って推移したた
め、地方圏の預貸率は80年代に比べて上昇す
るなど大都市集中の流れに変化が出てきた。こ
の時期には東京都や大阪府の預貸率も急上昇し
たが、貸出の伸びが高まったためではなく、預
金の大幅減少によるものである。
景気が悪化した97年後半以降は貸出が一段

と落込み、預貸率は大都市圏、地方圏ともに低

下したが、特に大都市圏や金融機関の破綻があ
った県で大幅に低下している。
表1は、90年代の金融機関（国内銀行+信用

金庫）の預貸率を、上昇幅が大きかった県（Ⅰ）、
低下幅が大きかった県（Ⅱ）、預金減少等で預
貸率が特殊な動きをした県（Ⅲ）についてみた
ものである。Ⅰのグループに属する青森県など
では預金増加率も高かったが貸出増加率がそれ
以上に高く、資金の地元還流が進んだ。Ⅱのグ
ループには預金は増加したが貸出の伸びが低く
預貸率が低下した県が入るが、宮城や和歌山県
など金融機関の破綻があった県のほか、首都圏
の神奈川県も入っている。Ⅲの東京都などでは、
前記のように預金減少で預貸率が上昇してい
る。
資金の地元還流をどう進めるか
前記のように、景気が悪化した97年後半以降
は、地方圏においても貸出の低迷で預貸率は低
下傾向にある。今後、財政を通じた地方への資
金還流機能の低下が予想されるなかで、民間金
融機関による資金の地元還流が重要となってこ
よう。米国では、金融機関はCRA（Community
Reinvestment Act地域再投資法、77年制定）に
よって地域で調達した資金は優先的に地域に再
投資することが勧奨されている。米国のような
制度は別にしても、地場企業や地域住民との対
話の促進や広報活動の強化などを通じて、資金
需要掘り起しに向けた金融機関側の努力が必要
であろう。
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（注）1. 預貸率=貸出金／預金、預貸率増減は99／9と90／9、97／9の預貸率の差。�
　　　2. Ⅰは99／9と90／9対比で預金増加し預貸率上昇が大きい県、Ⅱは預金増加し預貸率低下が大きい県、Ⅲは預金減少等で特殊な動きをした県。�
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